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 はじめに
筆者は、アメリカ大リーグのイノベーション過程に注目して、一連の論考
を発表してきた（福井(2005,2006,2007,2009))。とくに、2009年の論考では、
各球団の戦力を競争的に均衡させる仕組みとして、ぜいたく税と収入再分配
制度 (revenue sharing plan) を取り上げた。本稿では、世間的に有名ではあ
るが、正確に理解されることがない収入再分配制度を理論的に分析する。さ
らに、大リーグ各球団収入データによる数値実験を行う。
「20072011 BASIC AGREEMENT (大リーグ労使協約書)」(以下､「協約
書｣）第24条 (pp.104121) によれば、アメリカ大リーグにおける収入再分配
制度は、つぎの三つの制度から構成されている。
 ベースプラン（Ｓ(straight line) 方式, ％）Ａ項定義 ( 9 )
 セントラルファンド・コンポーネント (Ｃ(central fund) 方式) Ａ項定
義 (12)
 コミッショナー専用ファンド Ａ項定義(13)
｢協約書」第24条Ａ項定義(11)において､「のＳ方式 (定義に 
0.31) およびのＣ方式によって実施される収入再分配総額（純移転価値）
は、48％ストレートラインでの収入再分配金額総計に等しい (便宜上､ 協定
書の１を､ ２をとした)」と述べている。本稿の目的はこれを実証的に
論証することである。
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 収入再分配制度の数学的側面
－１ Ｓ方式とＣ方式
 Ｓ方式
球団純収入に対して、税率を適用した場合、課税後の収入は、
 
として、定義されている。各球団から税率で控除した金額 を全額プー
ルして、その単純平均 を加算するものである。ただし、は全30球団
の収入平均。これを図示すれば、図１となる。ここで、の場合、
式より、となる。また、の場合、すべての に関して、
となる。が大きければ大きいほど、式の傾きは を軸に大きくローリ
ングすることがわかる。図１は、、の場合のを図示してい
る。
いま、
とすれば、
 
となる。これを、	
として、図示すれば図２となる。
＜数値例１＞
球団収入 を第１列に示した。ここで、式から の場合の課税
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図１ Ｓ方式 	
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
後の収入 を48％ line として第３列に記した。つぎに、の場合の
を 33.333％ line として第５列に記した。第６列の調整項とは、式の第
３項を示す。いま、、、	の場合、式の結果と式
の結果は数値的に等しい。	。
 Ｃ(セントラル・コンポーネント）方式
を以上のグループＡと、未満のグループＢに二分する。すなわち、
	 
	
 

とする。そして、成果要素 (performance factor) を「協定書」p. 106の説
明から、つぎのように定義する。
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図 2 Ｓ方式 			
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表１ 数値例１
 0.48 48％ line 0.3333333 33.333％ line 調整項 48％ line
0 0 24 0 16.6666667 7.33333 24
10 4.8 29.2 3.3333333 23.3333333 5.86667 29.2
20 9.6 34.4 6.6666667 30 4.4 34.4
30 14.4 39.6 10 36.6666667 2.93333 39.6
40 19.2 44.8 13.333333 43.3333333 1.46667 44.8
50 24 50 16.666667 50 0 50
60 28.8 55.2 20 56.6666667 1.4667 55.2
70 33.6 60.4 23.333333 63.3333333 2.9333 60.4
80 38.4 65.6 26.666667 70 4.4 65.6
90 43.2 70.8 30 76.6666667 5.8667 70.8
100 48 76 33.333333 83.3333333 7.3333 76

 



 

 




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

 
Ｃ方式のもとでの課税後の収入直線は、次の式および式となる。
に関しては、を減じ、反対に、に関しては、を加える。
	   
	   
のとき、式より、であるから、	。課税後の収入線は
を通る直線になる。のときも同様である。
－２ Ｓ方式とＣ方式の同等性
１ Ｓ方式とＣ方式の関係
式で示されるＳ方式、および式と式で示されるＣ方式に関して、課
税後の収入直線は、いずれもを通る直線になる。このとき、次の定理が
成立する。
定理１ 任意の 	に対して、

 	 
となる
が存在する。
（証明）
なるに関して、

 


 




 


 	
福 井 幸 男190
となる。ここで、


 

とすれば、定理は成立する。
＜証明了＞
定理２ 任意の に対して、
 
となるが存在する。
（証明略）
定理３ 定理１および定理２のもとで、次式が成立する。

（証明）
式および式より、
	 
 

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したがって、

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
	
 







 




	
 
 	

 


	
  	
  	

ただし、

	
 





｡ そして 	
＜証明了＞
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含意１
Ｃ方式のもとでの収入再配分後の収入直線と同じ収入直線をもたらす課税
率が必ず存在する。
含意２
あるデータ系列 に対して、Ｃ方式で計算した課税後の収入
直線は、次の式で計算した課税率を適用したＳ方式での課税後の収入直
線と同等である。




 


＜数値例２＞
数値例１において、Ｃ方式を適用すると下記のようになる。含意の式よ
り、

であるから、下記の数値例２で示すように、Ｃ方式で求めた課税後の収入直
線と で求めたＳ方式での課税後の収入直線は一致する。
数値例１で示すように、まず、Ｓ方式での課税率 を決める。つぎ
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表２ 数値例２
 	
  	 	 
 33.3％ line
1 0 1 0.33333 16.667 16.667 16.6667
2 10 0.8 0.26667 13.333 23.333 23.3333
3 20 0.6 0.2 10 30 30
4 30 0.4 0.13333 6.6667 36.667 36.6667
5 40 0.2 0.06667 3.3333 43.333 43.3333
6 50 0 0 0 50 50
7 60 0.2 0.06667 3.333 56.667 56.6667
8 70 0.4 0.13333 6.667 63.333 63.3333
9 80 0.6 0.2 10 70 70
10 90 0.8 0.26667 13.33 76.667 76.6667
11 100 1 0.33333 16.67 83.333 83.3333
に、Ｃ方式で収入再配分を行う。これを式から、Ｓ方式での課税率 に
換算する。。つぎに、式より、
	

｡
含意３
とを入れ替えても、式は成立する。すなわち、まず、

の
もとでＳ方式を適用し、つぎにＣ方式を適用する。数値例１での課税率
であるから、


｡
２ Ｃ方式の逆進性
Ｓ方式では、任意の に関して、
  	 	
ところが、Ｃ方式では、つぎのような逆進性が生ずる場合がある。
  		
＜数値例３＞ 次の数値例では、相対的に収入が極端に少ない球団があり、
しかも単純平均未満で唯一の球団となっている。Ｃ方式を適用した結果、
完全な逆進性が出ている。
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表３ 数値例３
 	
  
 
 	
1 2000 235 0.1339 236.34 1763.7
2 1990 225 0.12821 226.28 1763.7
3 1980 215 0.12251 216.23 1763.8
4 1970 205 0.11681 206.17 1763.8
5 1960 195 0.11111 196.11 1763.9
6 1950 185 0.10541 186.05 1763.9
7 1940 175 0.09972 176 1764
8 1930 165 0.09402 165.94 1764.1
9 1920 155 0.08832 155.88 1764.1
10 10 1755 1 1765 1775
 大リーグ「協約書」の数値実験
「のＳ方式 ％およびのＣ方式によって実施される収入再分
配金額総額（純移転価値）は、のＳ方式 ％での収入再分配金額
総計に等しい」という協定書Ａ項定義11の議論は､「協約書」付録26 (p.
193) のデータを前提としている。
付録26は大リーグ全30球団のローカル純収入を大きい順にランキングして
いる。ヤンキース の３億958万７千ドルを筆頭にして最下位のタンパ
ベイ の4062万６千ドルまでが並んでいる（表４参照)。1 億1377万
８千ドルであるので、式および式の定義より、成果要素 を計算する
と、
 ％		
％
を得る。これが付録26の値 (第６列) である。
Ｃ方式を付録データに適用すると、式より、が得
られる。あらためて、これを と書けば、式より、

を得る。
つぎの表４および表５は「協定書」付録26のデータに基づく数値計算の結
果を示している。
表４は､「協約書」で指定された のもとでの計算結果である。第
３列は、労使協定付録26に掲載されている球団別の確定ローカル純収入
(NDLR＝Net Defined Local Revenue) を示している。
協定書の説明を述べよう。まず、球団の「総収入」が定義される。総収入
とは、球団から報告のあった一年間のベースボール活動にかかわる事業から
得られるすべての収入である (第24条Ａ項前半)。この説明には、２つの
例示的な付加説明がある。まず、他の組織・団体であっても実行可能である
が、あえて球団がMLBとの連携協力することでベースボールの訴求に役立
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つと考えて展開する事業 (同)。つぎに、本来は確定総収入とはみなさな
いかもしれない事業であっても、一定の決定ないし取り決めの結果として球
団の事業として認定し収入が得られる事業 (同) も入れる。つぎに､「セン
トラル収入」が定義される。これは、コミッショナー事務局が統括する性質
のもので、テレビ、ラジオそしてインターネット等の国内外の放映権収入、
MLB財産権収入、MLBアドバンストメディア収入、著作権仲裁使用料委員
会 (CARP) 収入、オールスター戦収入などである (同)｡「ローカル収入」
とは､「球団確定総収入」マイナス「セントラル収入の一定比率｣。｢球場支
出額」とは、球場運営費用である。そして､「ローカル純収入」とは､「ロー
カル収入」マイナス「球場支出額｣。
表４の第４列は、式によって球団純収入の31％分が課税された結果、手
元に残る純収入を示す。第５列はこの31％相当分であり、徴収額を示す
(transfer value)｡第６列の performance factor とは、労使協約の付録26に掲
載されている数値であり、全球団の平均純収入からの乖離を示す｡「この数
値がプラスならば、セントラルファンド・コンポーネントへの貢献者であり、
マイナスならばセントラルファンド・コンポーネントからの受取人となる
(p. 106)｣。たとえば、ヤンキースの場合、この数値は0.281であるから、全
球団の平均収入113, 778にこの数値を乗じた31,971が徴収額となる。つ
ぎの net transfer value とは、説明した２種類の徴収額合計である。したがっ
て、球団が意のままに用いることができる純収入は net transfer value を除
いた金額となる。
つまり、
球団手元純収入(第９列)＝収入－31％課税分－performance factor 
表 4 の最後から２列目の48％ line とは、球団の純収入の税率48％分が課
税された結果、手元に残る純収入である。
球団手元純収入＝収入－48％課税分 
数値実験の結果、最終列に示したように、との乖離はすべて１％未満
である。で、で求めた課税後収入と、Ｓ方式とＣ方式を併用した場
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表
５
大
リ
ー
グ
の
収
入
再
分
配
方
式
に
基
づ
く
数
値
実
験
２
N
O
T
e
am
N
D
L
R
3
1
.6
8
8
6
％
li
n
e
tr
an
sf
e
r
v
al
u
e
1
P
e
rf
o
rm
an
ce
fa
ct
o
r
tr
an
sf
e
r
v
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u
e
2
N
e
t
tr
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sf
e
r
v
al
u
e
R
e
v
e
n
u
e
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g
p
la
n
4
8
％
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n
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d
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n
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e
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f
d
if
fe
re
n
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


＝

＋


＝
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D
L
R
－



＝

－



＝

－

1
N
Y
Y
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k
e
e
s
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9,
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7
24
7,
53
8
62
,0
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0.
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1
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,9
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,0
21
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5,
56
6
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5,
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8
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％
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8
0.
00
％
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4
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8
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2％
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0.
00
％
3
N
e
w
Y
o
rk
M
e
ts
20
0,
78
7
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％
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％
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5
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.0
4％
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％
13
0,
07
1
0.
00
％
7
C
h
ic
ag
o
W
h
it
e
S
o
x
14
1,
67
4
13
2,
83
4
8,
84
0
0.
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.0
2％
75
,7
39
0.
00
％
T
o
ta
l→
3,
41
3,
32
7
3,
41
3,
44
1
3,
41
3,
32
7
0.
00
％
0.
00
％
A
v
e
ra
g
e
→
11
3,
77
8
A
v
e
ra
g
e
→
54
,6
13
合のそれとの誤差をパーセント表示している。たとえば、ヤンキースでは、
0.61％の誤差が生じている。
これに対して、表５では、ではなく、式に従った計算手順より
求めた のもとでの計算結果である。最後から三列目の誤差は、
プラスマイナス百分の１パーセントレベルにまで激減している。
ただ、誤差がゼロになっていないのは、を「協約書」付録26の小数点以
下３桁表示の数値に従って計算しているからである。つまり､ 大リーグ機構
は､「協約書」付録26において、小数点以下四桁目で四捨五入して、いわば
近似値を 値として採用している。そこで、式および式にしたがって
計算した 値を使うと、つまり、近似値でなく、正確な数値を使うと、表
５の最終列に示されるように、誤差はすべて解消している。定理１、定理２
および定理３が成立することを明確にしている。
式から明らかなように、球団収入要素 は特定のデータ系列に依存し
ている。念のために、ここで、表４において、収入ランキング第２位のボス
トン・レッドソックスから第五位のロスアンゼルス・ドジャーズまでの収入
をヤンキースと同一の３億958万７千ドルとすると、	とな
るだけでなく、他の値も球団収入平均値もすべて変化する｡「協約書」
の手順に従うと、誤差自体もトップ５球団の3.03％から最下位のタンパベイ
の－3.91％までとなり、拡大する。
 終わりに
大リーグ「協定書」の第24条で提起されている収入再分配方式を数学的に
定式化した。こうした理論的な試みはこの方式を理解する上で不可欠の作業
と言える。さらに､「協定書」付録26に基づいて、数値実験を行った。その
結果､「協定書」の数学的な計算手順は近似的な方法であることを数値的に
明確にした。さらに、我々の提示した数学的方法は論理的で正確な計算値を
もたらすことも実証した（表５)。
（筆者は関西学院大学商学部教授）
福 井 幸 男198
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